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BEFR KRT7 SCL
CK  7;CK-7;CK7;Cytokeratin  7;Cytokeratin-7;D15Wsu77e;K2C7;K2C7_HUMAN;K7;Keratin
7;Keratin 7, type ll;Keratin type Il cytoskeletal 7;Keratin, 55K type Il cytoskeletal;Keratin,
11k simple epithelial;Keratin, simple epithelial type I, K7;Keratin, type Il cytoskeletal 7;Keratin-
7;Krt2-7;KRT7;MGC11625;MGC129731;MGC3625;Sarcolectin;SCL;Type || mesothelial keratin
K7;Type-Il keratin Kb7
BZFID 3855.0
SwissProt ID P08729
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。ケラチン7（KRT7）ホモ・サピエンス。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ケラチン遺伝子ファミリーのメンバーである。II型サイトケラチンは、塩基性または中性タンパク質から構成され、これらは単層および重層上皮組織の分化過程において共発現する異型ケラチン鎖の対として配列する。このII型サイトケラチンは、内臓の腔を内張りする単層上皮、腺管、および血管において特異的に発現する。II型サイトケラチンをコードする遺伝子は、染色体12q12-q13の領域に密集している。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じる可能性があるが、全てのバリアントが完全に解明されているわけではない。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	Hela細胞ライセートのウェスタンブロット解析（サイトケラチン7ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

